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皆さまから
税金として
集めたお金

施設使用料や寄付金など
その他から入ってくるお金

基金などから
入ってくるお金

前年度の残ったお金

国や県から入ってきた
使い道が

決められたお金

国や銀行から
借りたお金

交付金などその他から
入ってくるお金

町税

その他

繰入金

国庫支出金

県支出金

町債

その他

繰越金

特別会計とは・・・特定の事業を個別で行うために会計が別々になっているお金

歳入：1億349万8千円
歳出：1億167万8千円

宅地造成事業

歳入：819万5千円
歳出：338万2千円

介護保険
（介護サービス事業勘定）

歳入：1億8,276万7千円
歳出：1億7,826万円

農業集落排水事業

歳入：16億4,106万1千円
歳出：15億3,209万円

歳入：3億2,377万円
歳出：3億2,180万円

公共下水道事業

歳入：1億7,697万5千円
歳出：1億7,296万4千円

後期高齢者医療

歳入：7,667万2千円
歳出：7,044万3千円

芳賀工業団地
排水処理センター

歳入：20億1,413万6千円
歳出：19億3,944万7千円

国民健康保険

翌年度に繰り越すお金

LRT整備や道路の修理、
市街化整備など工事に

使うお金

高齢者や障がい者、
児童福祉のために使うお金

町の行政全体の事務、
費用に使うお金

教育に関する経費に使うお金

農林業の振興、
道路の整備などに使うお金

検診費などに使うお金
災害対策などに使うお金

商工業や観光の振興などに使うお金
借金を返すお金

議会運営などに使うお金

その他使うお金

※一般会計と特別会計の使わなかったお金11億8,774万4千円は翌年度に繰越します。

土木費

民生費

総務費

教育費

衛生費

農林水産業費

芳賀町は7つの
事業で分かれているよ。

令和3年度
特別会計決算 介護保険

（保険事業勘定）

消防費

商工費

公債費

議会費

その他

芳賀町のお金

令和3年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）

わかりやすく!

令和3年度　一般会計決算
決算審査
監査委員意見

▲樋田貞夫代表監査委員 ▲小林一男監査委員

　本町の財政である一般会計及び7つの特別会計は、主要な財政指標のとおり、令和3年度も健全に運営さ
れており、各種事業等の歳出についても計数的な過誤はなく、適切で効果的な執行が行われていると認識
いたしました。
　また、令和3年度は「第6次芳賀町振興計画の中期基本計画」と「第2期芳賀町まち・ひと・しごと創生総合
戦略」2年目を迎えました。特に、振興計画の5つの分野の、便利・教育・話題・笑顔・地域、それぞれの「つなげ
る」重点施策について事業内容等を確認した結果、おおむね計画どおり良好に執行されておりました。
　本町の令和3年度単年度財政力指数は0.981です。平成26 （2014）年から令和2 （2020）年までの7年
間連続で不交付団体だったのですが、単年度の財政力指数が1以下となり交付団体となりました。全国的に
も不交付団体の数は減少傾向にあります。令和2年度が75市町、令和3年度は51市町でした。また、健全化
判断比率におきましては、実質公債費比率1.8％、将来負担比率74.6％、その他の判断比率は該当なし。資
金不足比率も該当はありません。なお、一般会計自主財源比率は54.2％と堅実です。
　財政の根幹をなす町税については、新型コロナウイルス感染症による世界的な経済低迷の影響が今なお
続いているうえ、令和2年度に地方法人税課税の偏在是正が行われ、法人町民税の税率が引き下げられた
事などにより45億3,951万円、昨年度に比べて約1億2,561万円の減収、対前年比2.7％の減となりました。
実に、この2年間で約3億2,800万円の多額の減収となっております。
　今後、更なる懸案事項として、ロシアのウクライナ侵攻の長期化や原油などの資源価格の高騰と円安に
よる貿易収支の悪化が危惧されており、長期間の景気低迷が憂慮されます。
　一方、借入金である地方債の残高は、一般会計と2つの特別会計（農業集落排水・公共下水道）を合わせて
令和3年度は約59億円（令和2年度は約49億7,785万円）です。LRT整備事業が大詰めを迎えており一般会
計の地方債が増額したため町債が増えております。また、順調に供用人口が増加している公共下水道事業
では、水処理センターの増設事業が進行しております。今後、一般会計だけでなく特別会計においても歳出
の増加が続くと予想されますので、健全な財政を堅持した町政経営を進めることが肝要です。
　特に良好な項目としては、芳賀東小学校の学童保育施設が新築され、LRT整備事業の開業への機運が高
まり、芳賀第2工業団地分譲では立地予定企業5社全てが発表されました。町民の期待と還元される収益は
事業が完遂されたときに、投資目的の恩恵を町民全体で享受できるものだと信じておりますので、引き続き
町税収入をはじめとする歳入の確保に最大限努めて、長期的な視点に立った財政運営を図っていただける
よう望みます。
　今後、芳賀第2工業団地の立地予定の企業が一日も早く工
場施設を建築されまして、LRTによる通勤や通学での利用や
交流人口の増加により、益々、芳賀町の認知度を高めて活力
あふれる「芳賀のまち」を一緒に創造していってほしいと願っ
ております。

※令和4年度4月1日の人口15,605人で算出。
　千円未満は四捨五入。

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

町債残高
36億3,052万7千円

約23万3千円
町民一人あたり

基金残高
27億5,381万1千円

約17万6千円
町民一人あたり

▲書類審査（環境対策課）▲現地調査（B&G海洋センター）

45億3,951万3千円

3億8,943万円

5億5,308万1千円

19億9,871万8千円

9億387万8千円

7億9,285万8千円

13億2,307万7千円

10億7,910万3千円

9億8,073万4千円

32億3,936万8千円

26億6,029万5千円

12億9,019万5千円

10億2,676万5千円

5億6,550万円

6億9,848万7千円

3億2,764万1千円

3億6,925万6千円

3億2,688万7千円

9,265万2千円

187万8千円

入ってきたお金 使ったお金

115億7,965万8千円 105億9,892万4千円
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主な審査の内容
農業者トレーニングセンター消火栓ポンプユニット改修工事  1，296万円

総　務
常任委員会

　総務・教育民生・産業建設常任委員会は9月8日から9月12日まで、令和3年度一
般会計及び特別会計決算の書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は、9月14日の本会議において意見を付して決算を認定しました。

　農業者トレーニングセンターの消火栓ポンプユニットの改修工事を
行いました。交流電気で消火栓ポンプを起動し、停電時は自家発電装
置で動く現在の主流仕様に変更しました。

消防団詰所改修工事　765万円

1　新型コロナウイルス感染症は未だ収束を見ない中、令和3年度各課の業務執行は「第6次芳賀町振興計
画の中期基本計画」に基づき、おおむね計画通り執行されている。しかし、LRT事業等により町債残高は
59億円と増加しており、第2工業団地における立地企業も確定したことにより町税収入はじめ歳入確保
と経常経費削減に努め、長期の視点に立った財政運営を推められたい。

2　納税は、住民の基本的義務および公平負担の原則であり、不納欠損を減らすためにも滞納者への対応
強化により、時効前の対策に努力されたい。

3　交通事故が後を絶たない状況にあるため、安心安全のために道路環境の改善を早急に推進されたい。

委 員 長　　岡田　年弘
副委員長　　山口　菊一郎
委　　員　　大根田　弘
委　　員　　小林　俊夫

付託内容 一般会計中、他の常任委員会の所属に属さないすべての歳入歳出
書類審査（9月9日） 総務課、企画課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員事務局
現地調査（9月12日） 農業者トレーニングセンター、第2工業団地、
 下高根沢・芳志戸地区（交通事故多発地域）、消防団詰所（2－3）

教育民生
常任委員会

委 員 長　　石川　保
副委員長　　中村　由美子
委　　員　　小林　隆志
委　　員　　岩村　治雄
委　　員　　大根田　周平

▲農業者トレーニングセンターを現地調査

▲工事が完了した2-3（芳志戸）▲改修工事が完了した2-3（芳志戸）の現地調査

主な審査の内容
芳賀町B＆G海洋センタープール天井改修工事　4，336万円

芳賀東小学校学童保育施設新築工事　
1億1，382万円
　農業者トレーニングセンター内で実施していた芳賀東小区の学童
保育ですが、祖陽が丘への転入者の増加等により、利用者増加が見
込まれるため、芳賀東小学校の敷地内に新たに学童保育施設を建築
し、令和4年1月から開所しました。

付託内容 一般会計中、教育民生常任委員会の所管に属する歳入歳出
 ・国民健康保険特別会計歳入歳出
 ・後期高齢者医療特別会計歳入歳出
 ・介護保険特別会計歳入歳出
書類審査（9月8日、9日） 住民課、環境対策課、健康福祉課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課
現地調査（9月12日） 保健センター、社会福祉協議会、学童保育施設（なかよしクラブ）、
 給部地区（埋め立て地）、B＆G海洋センター

認
定

▲書類審査（税務課）

▲書類審査（環境対策課）

常 任 委 員 会 決 算 審 査

審査の意見又は特に留意すべき事項
1　保健センターおよび農業者トレーニングセンター内の社会福祉協議会事務所は、以前から使い勝手の
悪さに指摘がある。

　　いずれの施設も経年劣化により修繕の繰り返しである。この際これらの施設は一体的に位置づけ、早
期に新築を計画し利便性のある行政サービスの向上に努められたい。

2　マイナンバーカードの取得率は年々増え、令和3年度は13％増の40％となった。マイナポイント等によ
り、若い世代などの取得が多いと考えられる。また、健康保険証の紐づけにより、今年10月から医療機関
の初診料等が変更となる。

　　高齢者や操作が苦手な方の取得につながるよう周知し、取得率向上に努められたい。
3　海洋センターのプール天井改修工事が完了し、学校の水泳の授業等供用が再開されたことは大変喜ば
しいことである。

　　今後は、施設の異常の早期発見に努め、休館中の運営委託料の取り決めについて委託先との協議を進
められたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項

▲設置された赤色灯

▲B&G海洋センタープール天井改修工事の現地調査

▲新築された学童施設の現地調査
▲交通危険箇所（下高根沢）の現地調査

　2－3（芳志戸）、3－1（東水沼）の2か所の改修工事を行いまし
た。主な工事内容は、外部シーリング工事、塗装工事および内装
工事です。

赤色回転灯設置工事　8万円
　交通危険箇所等赤色回転灯設置工事を実施しました。LED式
で従来のものよりも明るく、点灯可能時間が長くなっています。

　令和3年12月から令和4年6月まで、プール天井改
修工事が行われました。本工事は、令和3年度から令和
4年度までの2か年度にわたる事業で、総事業費は1億
840万5千円。令和3年度分として4,336万円支出し
ました。
　令和4年6月に工事は完了し、7月から営業を再開し
ています。多くの方に利用されることが期待されます。

6 No.188 議会だよりはが



主な審査の内容
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産業建設
常任委員会

委 員 長　　江間田　信一
副委員長　　有坂　隆志
委　　員　　小林　信二
委　　員　　小林　一男
委　　員　　北條　勲

付託内容 一般会計中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入歳出
 ・芳賀工業団地排水処理センター特別会計歳入歳出
 ・農業集落排水事業特別会計歳入歳出
 ・宅地造成事業特別会計歳入歳出
書類審査（9月9日） 農政課、商工観光課、建設課、都市計画課
現地調査（9月12日） LRT整備工事区域、第2工業団地、北部第2地区ほ場整備事業区域

▲書類審査（農政課）

1　LRTの利用拡大を図るためにも接続される公共交通は重要性が高いので、専門家等と連携して早急に
地域公共交通計画を策定されたい。

2　桜堤の設計は完了しているが、当町の観光地となれるように適切な施工を行うとともに、維持管理費も
膨大になることが推察されるので極力抑えられるよう努められたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項

主な審査の内容
LRT工事費
22億7，262万円
　来年8月の開業に向けて工事を行いました。

第1源泉は1分間に42ℓ湧出し、33.9度で
泉質が良く「黄金の湯」と呼ばれています。
第2源泉は1分間に80ℓ湧出し、温度が
53.5度です。

ロマンの湯　温泉センター工事費　1，994万円
　源泉のポンプ交換、修繕等を行いました。

▲LRTの整備状況を現地調査 ▲LRT工事が進む現場

北部第2地区ほ場整備事業
1億732万円
　換地原案の発表を行い、21.9haの面工事、道
路工事等を実施しました。

▲現地調査の様子 ▲整備された北部第2地区ほ場

▲ポンプ交換を行った第1号源泉▲ロマンの湯

源泉の状況は？問
答
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議決結果

採 決 結 果

　報　告

報告第5号 公益財団法人芳賀町農業公社の経営状況説明書の提
出について −−−−−−−−−−−−−− 報告

報告第6号 芳賀町ロマン開発株式会社の経営状況説明書の提出
について −−−−−−−−−−−−−− 報告

報告第7号 令和3年度健全化判断比率及び資金不足比率について −−−−−−−−−−−−−− 報告

　認　定

認定第1号

令和3年度芳賀町一般会計、芳賀町国民健康保険特
別会計、芳賀町後期高齢者医療特別会計、芳賀町介
護保険特別会計、芳賀工業団地排水処理センター特
別会計、芳賀町公共下水道事業特別会計、芳賀町農
業集落排水事業特別会計及び芳賀町宅地造成事業特
別会計歳入歳出決算認定について

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案認定

　条例の一部改正

議案第56号 芳賀町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に
ついて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

議案第57号 芳賀町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例
の一部改正について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

議案第58号 芳賀町工業団地管理センター設置及び管理に関する
条例の一部改正について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

　契約締結

議案第59号
工事請負契約の締結について（令和4年度社会資本
整備総合交付金事業道路改良舗装工事その1（三日
市・芳賀第2工業団地線））

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

議案第60号 工事請負契約の締結について（芳賀遊水地多目的広
場整備工事） 〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇−原案可決

議案第63号 工事請負契約の締結について（停留場サイン設置等
工事） 〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇−原案可決

　補正予算

議案第61号 令和4年度芳賀町一般会計補正予算（第3号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

議案第62号 令和4年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第2
号） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案可決

　同　意

同意案第1号 芳賀町教育委員会教育長の任命について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案同意

同意案第2号 芳賀町教育委員会委員の任命について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−原案同意
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